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第
16
回
目
を
迎
え
る

モ
リ
サ
ワ
文
字
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

K
2
&
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
が
登
場

2
0
1
6
年
1
月
22
日
、
株
式
会
社
モ
リ

サ
ワ
本
社（
大
阪
市
浪
速
区
）に
て
、「
第
16
回
モ

リ
サ
ワ
文
字
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
文
字
文
化
」

を
探
求
し
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
活
動
の
ひ

と
つ
で
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
国
内
外
の
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
登
壇
し
て
い
る
。

今
回
は
、
K
2
の
長
友
啓
典
氏
と
黒
田
征

太
郎
氏
、
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
の
秀
親
氏
と

塚
田
哲
也
氏
が
、
デ
ザ
イ
ン
団
ト
ン
ネ
ル
の

鈴
木
信
輔
氏
と
樋
口
寛
人
氏
の
司
会
の
も
と

「
デ
ザ
イ
ン
が
果
た
す
こ
れ
か
ら
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
と
対
談
を
行
な
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❶

文
字
が
創
り
出
す
デ
ザ
イ
ン
の
力

│
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
の
作
品
を
振
り
返
る
│

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
1
9
9
3
年
に

結
成
さ
れ
た
実
験
的
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
集
団
、

全
日
本
タ
イ
ポ
組
合
の
秀
親
氏
と
塚
田
哲
也

氏
の
2
人
に
よ
る
講
演
。
大
日
本
タ
イ
ポ
組

合
は
2
0
1
0
年
に
行
な
わ
れ
た
、
第
2
回

文
字
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
文
字
で
デ
ザ
イ
ン

2
0
1
0
」
以
来
、
2
度
目
の
登
場
と
な
る
。

今
回
は
、
2
0
1
5
年
11
月
に
、
東
京

の
ギ
ン
ザ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
g
g
g
）で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会「
字
字
字 

大

日
本
タ
イ
ポ
組
合
」
で
の
作
品
紹
介
を
中
心

に
、
同
ユ
ニ
ッ
ト
の
文
字
へ
の
関
わ
り
が
熱
く

語
ら
れ
た
。

秀
親
氏
と
塚
田
氏
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
前
の
ひ
ら
が
な
「
ひ
で
ち
か
」
と
「
て

つ
や
」
を
組
み
あ
わ
せ
て
作
っ
た
各
自
の
顔

文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
提
示
。
自
己
紹
介

を
兼
ね
つ
つ
、
文
字
を
組
み
あ
わ
せ
て
、
別
の

も
の
を
構
成
す
る
作
品
の
一
例
と
し
た
。
続

い
て
、「
字
字
字
」
展
の
様
子
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
、
壁
面
の
展
示
物
だ
け
で
な
く
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ソ
フ
ァ
に
至
る
ま
で
、
パ
ー
ツ

を
組
み
替
え
る
こ
と
で
「
g
」
な
ど
の
文
字

を
構
成
す
る
と
い
っ
た
し
か
け
を
し
た
と
し
、

文
字
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
を
語
っ
た
。

展
示
作
品
の
紹
介
で
は
、
多
彩
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
「
字
」
を
突
き
詰
め
た
も
の
が
登

場
。
3
人
の
子
ど
も
に「
ウ
冠
」
の
形
の
帽
子

「
う
か
ん
む
り
」
を
か
ぶ
せ
て
並
ば
せ
、「
ウ

冠
」
が
つ
い
た
「
子
」
ど
も
が
3
人
で
、「
字

字
字
」
を
表
現
し
た
作
品
で
は
、
実
際
に
会

場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
も
「
う
か
ん
む

り
」
を
配
布
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
文
字
の

一
部
を
消
し
、
一
部
を
足
す
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
字
を
「
字
」
と
い
う
文
字
に
変
化

さ
せ
た
シ
リ
ー
ズ
は
、
会
場
内
に
校
正
機
を

持
ち
込
ん
で
作
品
を
印
刷
。
最
初
に
黒
い
イ

ン
ク
で
文
章
を
刷
り
、
そ
の
上
に
白
い
イ
ン

ク
で
文
字
の
一
部
を
消
し
、
赤
イ
ン
ク
で
追

加
部
分
を
印
刷
す
る
と
、
黒
と
赤
が
繋
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
す
べ
て
漢
字
の
「
字
」
と

な
る
一
方
、
白
イ
ン
ク
の
部
分
は
、
カ
タ
カ

モ
リ
サ
ワ
セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト

「
文
字
と
デ
ザ
イ
ン
」&

「
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
視
点
」

文•

林
郁
子

モ
リ
サ
ワ
文
字
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
16
回 

文
字
と
デ
ザ
イ
ン V o

l.6

第16回モリサワ文字文化フォーラム
「文字とデザイン Vol.6 」
日時：2016年1月22日（金）

場所：株式会社モリサワ本社4階 大ホール

司会をつとめたデザイン団トンネル
樋口寛人氏（左）と鈴木信輔氏（右）
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ナ
の
「
ジ
」
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
g
」
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
多
重
構
造
の
作
品
に
、会

場
か
ら
も
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

塚
田
氏
は
会
場
と
な
っ
た
g
g
g
で
「
字

字
字
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
す
る
願
望
は

以
前
か
ら
あ
っ
た
と
話
し
、「
我
々
は
、
通

常
は
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
を
受
け
る
と
、
そ
れ

を
〝
お
題
〞
と
し
て
捉
え
、
テ
ー
マ
の
言
葉

を
、
文
字
の
形
で
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
け

れ
ど
、
こ
の
展
覧
会
で
は
、『
字
』
や
『
g
』

な
ど
の
か
た
ち
そ
の
も
の
を
文
字
の
形
で
解

決
す
る
と
い
う
、
非
常
に
自
己
言
及
的
な
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
」
と
、
展
覧
会
で
の

作
品
づ
く
り
を
振
り
返
っ
た
。

最
後
に
、
展
覧
会
で
発
表
し
た
「typ

e.

setter

」（h
ttp

://typ
e.setter.jp

/

）と
い
う
ゲ
ー

ム
を
紹
介
。
落
ち
て
く
る
文
字
を
移
動
・
変

形
さ
せ
て
「
字
」
と
い
う
文
字
を
つ
く
る

ゲ
ー
ム
で
、h

ttp
://typ

e.setter.jp
/ 

に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
プ
レ
イ
で
き
る
こ
と
を
伝
え
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❷

グ
ラ
フィ
ッ
ク
が
創
り
出
す
デ
ザ
イ
ン
の
力

│ 

K
2
の
作
品
を
振
り
返
る 

│

続
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
❷
で
は
、
K
2
で

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
長
友
啓
典

氏
と
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太
郎

氏
が
登
壇
。
1
9
6
9
年
の
設
立
以
来
、
エ

デ
ィ
ト
リ
ア
ル
や
各
種
広
告
、
企
業
C
I
な

ど
、
数
多
く
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、
国

内
外
で
活
躍
す
る
2
人
が
、
誕
生
か
ら
今
日

ま
で
の
歩
み
や
、
演
劇
ポ
ス
タ
ー
を
中
心
と

し
た
作
品
を
語
っ
た
。

長
友
氏
の
「
僕
が
黒
田
と
知
り
合
っ
た
の

は
、
早
川
良
雄
先
生
の
事
務
所
に
実
習
に

行
っ
た
と
き
に
、
事
務
所
の
誰
も
相
手
を
し

て
く
れ
な
い
な
か
、『
お
前
の
靴
下
か
っ
こ

え
え
な
あ
』
と
黒
田
が
声
を
か
け
て
く
れ
た

の
が
は
じ
ま
り
」
と
い
う
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
2
人
の
出
会
い
に
始

ま
り
、
当
時
自
分
の
絵
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

が
あ
っ
た
黒
田
氏
が
ご
み
箱
に
捨
て
た
絵
を
、

長
友
氏
が
拾
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
作
品
に
し

た
こ
と
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
黒
田
征
太
郎

が
誕
生
し
た
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
連
続
に
、
客
席
も
終
始
大
い
に
沸
い
た
。

作
品
は
、
K
2
を
設
立
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
、
新
宿
の
飲
み
屋
で
の
喧
嘩
騒
動
が
き
っ

か
け
で
懇
意
に
な
っ
た
と
い
う
外
波
山
文
明

氏
が
主
宰
す
る
劇
団
・
椿
組
の
一
連
の
公
演

ポ
ス
タ
ー
が
ス
ラ
イ
ド
で
登
場
。
外
波
山
氏

か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
黒
田
氏
が
長
友
氏
に

相
談
し
、
2
人
で
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
を
始
め

た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
黒
田
氏
が
イ
ラ
ス
ト

を
作
成
し
、
長
友
氏
が
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
行
う
と
い
う
役
割
が
決
定
し
た
。

細
か
い
打
ち
合
わ
せ
を
せ
ず
と
も
、
大
ま

か
な
コ
ン
セ
プ
ト
さ
え
お
互
い
に
共
有
で
き

て
い
れ
ば
、
長
友
氏
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り

の
絵
が
、
黒
田
氏
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
と
い

う
。
椿
組
の
公
演
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
長
友
氏
が

後
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
入
れ
る
文
字
の
ほ
か

に
、
黒
田
氏
が
手
で
文
字
を
書
き
こ
ん
で
い

る
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て

司
会
の
鈴
木
氏
が
問
う
と
、
黒
田
氏
は
「
僕

は
文
字
も
す
ご
い
好
き
で
、
文
字
も
絵
だ
と

思
っ
て
る
」
と
、
絵
と
一
体
化
す
る
よ
う
に

書
き
こ
ま
れ
た
文
字
を
説
明
。
は
が
き
を
送

る
と
き
は
宛
先
の
住
所
や
名
前
も
す
べ
て
手

で
書
か
な
け
れ
ば
納
得
で
き
な
い
と
い
う
自

身
の
感
覚
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
始
前
に
モ
リ
サ

ワ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
見
た
古
い
写
植
の
文
字

を
絵
の
よ
う
に
感
じ
た
と
し
て
、
そ
う
し
た

「
文
字
」
に
筆
を
加
え
る
こ
と
で
、「
絵
」
に

変
化
さ
せ
る
提
案
を
披
露
。
こ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
話
題
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
❸
へ
と
続
く
。

長
友
氏
も
、「
文
字
は
手
で
書
い
た
方
が

伝
わ
る
」
と
し
て
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
の

文
字
は
写
植
で
止
ま
っ
て
お
り
、
昔
な
が
ら

の
活
字
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
好
ん
で
い

る
と
語
っ
た
。
同
時
に
、
多
種
多
様
な
フ
ォ

ン
ト
や
色
が
簡
単
に
選
べ
る
現
在
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
、
自
分
の
手
で
文
字
や
色
を
創
り
出

す
体
験
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
❷

は
終
了
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❸

ユ
ニ
ッ
ト
だ
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と
、

実
現
で
き
る
こ
と

│ 

デ
ザ
イ
ン
が
果
た
す
こ
れ
か
ら
の
役
割 

│

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
❸
で
は
、
K
2
の
長
友

氏
と
黒
田
氏
、
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
の
秀
親

氏
と
塚
田
氏
が
同
席
し
、文
字
の
未
来
や
可
能

性
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
た
。

ま
ず
は
、
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
の
塚
田
氏

が
、
最
初
の
文
字
で
あ
る
象
形
文
字
が
整
っ

て
、
今
あ
る
文
字
の
形
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

と
し
つ
つ
、「
で
も
そ
れ
っ
て
本
当
に
完
成
形

な
の
か
な
?
」
と
い
う
疑
問
を
提
示
。「
今

あ
る
文
字
の
数
で
は
足
り
な
い
」「
ほ
ん
と

は
『
あ
』
と
『
い
』
の
間
に
文
字
が
あ
っ
て

も
い
い
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
1
つ
の
漢
字

に
ち
が
う
意
味
の
カ
タ
カ
ナ
を
加
え
て
新
た

な
漢
字
を
つ
く
る
試
み
や
、
漢
字
か
ら
「
縦

書
き
」
書
式
で
変
化
し
て
い
っ
た
ひ
ら
が
な

を
、「
横
書
き
」
書
式
で
変
化
さ
せ
て
作
成
し

た
「
横
書
き
か
な
」
に
な
ど
を
紹
介
し
た
。

対
し
て
、
K
2
の
黒
田
氏
は
「
僕
は
1
回
、

文
字
な
ん
か
な
く
し
て
し
ま
っ
て
も
い
い
と

大日本タイポ組合／秀親氏（左）と塚田哲也氏（右）

K2／長友啓典氏（左）と
黒田征太郎氏（右）
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い
う
考
え
も
あ
る
」
と
し
て
、
文
字
が
社
会

の
多
く
の
も
の
を
縛
っ
て
い
る
と
い
う
問
題

を
提
起
し
た
。
こ
の
「
文
字
の
な
い
世
界
」

と
い
う
発
想
は
、
偶
然
、
大
日
本
タ
イ
ポ
組

合
が
以
前
に
作
品
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
、
あ
ら
ゆ
る
文
字
情
報
を
消
し

た
街
角
風
景
や
店
舗
の
商
品
棚
な
ど
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い

て
、
長
友
氏
は
「
意
外
と（
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合

と
）似
て
る
感
じ
や
な
」
と
評
し
、
ユ
ニ
ッ
ト

を
超
え
て
ひ
と
つ
の
価
値
観
を
共
有
し
た
。

ま
た
、
文
字
の
未
来
に
つ
い
て
、
長
友
氏

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
出
は
じ
め
た
こ
ろ
、
将

来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
人
の
筆
跡
を
マ
ス
タ
ー
し

て
、
た
と
え
ば「
20
代
の
女
の
子
の
恋
愛
も
の

に
向
い
た
書
体
」
な
ど
、
自
動
的
に
希
望
通

り
の
書
体
で
文
字
を
書
い
て
く
れ
る
と
想
像

し
て
い
た
が
、
ま
だ
叶
っ
て
い
な
い
と
話
し
、

「
伊
集
院
静
の
文
体
と
、石
原
慎
太
郎
の
文
体

は
違
う
ん
や
か
ら
、
文
体
に
あ
っ
た
文
字
が

創
り
出
せ
た
ら
お
も
し
ろ
い
」
と
、
希
望
を

語
っ
た
。
す
る
と
、
塚
田
氏
も
、
1
0
0
人

1
0
0
様
あ
る
手
書
き
文
字
に
比
べ
て
、
書

体
は
少
な
い
と
、
書
体
の
選
択
肢
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
文
章
表
現
の
可
能
性
が
広
が

る
と
同
意
。
黒
田
氏
も
、
長
い
年
月
を
か
け

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
現
存
の
文
字
を
尊
敬
し

つ
つ
、
今
、
新
た
に
加
え
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
な
ら
ば
、
先
人
と
自
分
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
で
は
? 

と
、
提
案
す

る
な
ど
、
よ
り
豊
か
な
文
字
の
未
来
へ
の
期

待
が
膨
ら
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
K
2
、

大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
だ
け
で
な
く
司
会
も
2

人
組
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
意
識
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
合
。
作
品
づ
く
り
に
お
い
て
の
役
割
分

担
だ
け
で
な
く
、
外
部
と
の
折
衝
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
お
互
い
に
補
い
合
う
こ
と
が

で
き
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
よ
さ
な
ど
も
、
折
に
触

れ
て
語
ら
れ
た
。
結
成
47
年
を
迎
え
た
K
2

の
2
人
か
ら
、
結
成
22
年
の
大
日
本
タ
イ
ポ

組
合
の
2
人
へ
、「
10
年
過
ぎ
た
ら
同
じ
よ
う

な
も
の
」
と
し
て
継
続
へ
の
エ
ー
ル
を
送
る

一
場
面
も
あ
っ
た
。

タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン
の

開
催
を
記
念
し
て
行
な
わ
れ
る

文
字
と
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
6
年
2
月
17
日
、
株
式
会
社
モ
リ

サ
ワ
に
よ
る
「
第
4
回
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
タ
イ
プ
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
視
点
」
が
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
ホ
ー
ル
D
7（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
世
界
各
国
か
ら
創
造
性

あ
ふ
れ
る
書
体
を
募
る
「
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
2
0
1
6
」
の
開
催
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
出
版
や

印
刷
、
デ
ザ
イ
ン
業
界
の
関
係
者
ほ
か
、
文

字
や
書
体
、
フ
ォ
ン
ト
に
興
味
を
持
つ
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
海
外
か
ら
の
1
名
を
含

む
3
名
の
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
登
壇
し
、
書
体
制
作
の
プ

ロ
セ
ス
や
取
り
組
み
、書
体
と
自
身
と
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
3
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

質
疑
応
答
に
よ
る
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❶

デ
ヴ
ィ
ッ
ド・
バ
ー
ロ
ー

R
estless w

ind inside a letter box

│
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
起
こ
る
変
化
│

セ
ッ
シ
ョ
ン
❶
に
は
、Fo

n
t B

u
reau

社
お

よ
びW

eb
typ

e

社
の
オ
ー
ナ
ー
兼
取
締
役
で

あ
り
、
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
40
年
近

い
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ロ
ー

氏
が
登
壇
。「R

estless w
in

d
 in

sid
e a 

letter b
o
x─

レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
起
こ

る
変
化─

」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

バ
ー
ロ
ー
氏
は
、
書
体
や
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
、

フ
ォ
ン
ト
の
開
発
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
こ

れ
ま
で
手
が
け
た
作
品
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る
と
し
、
自
身
の
書
体
開
発
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

バ
ー
ロ
ー
氏
に
よ
る
と
、
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン

と
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
グ
リ
フ
を
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
収
め

て
小
さ
な
世
界
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

書
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ユ
ー
ザ
ー
の
元
に
届

く
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
フ
ェ
ー
ズ
が
存
在
す

る
。M

an
agem

en
t／

D
esign／

A
n
alysis

／
G

en
eralizatio

n／
P
ro

d
u
ctizatio

n／
P
u
b
licatio

n／
M

o
n
etizatio

n

と
い
う
7

つ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
サ
イ
ク
ル
で
訪
れ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
の
「G

en
eralizatio

n
」
と
は
、
文

字
の
太
さ
や
幅
、
サ
イ
ド
ベ
ア
リ
ン
グ（
グ
リ

フ
前
後
の
余
白
）、
カ
ー
ニ
ン
グ
デ
ー
タ
の
設
定
、

ヒ
ン
テ
ィ
ン
グ
情
報
、
グ
リ
フ
の
置
換
表
と

い
っ
た
技
術
を
き
ち
ん
と
組
み
込
む
こ
と
で

あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
言
語
の
中
で
、
1
0
0
0

Font Bureau社およびWebtype社
オーナー兼取締役　デヴィッド・バーロー氏

第
4
回
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
特
別
セ
ミ
ナ
ー 

タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
視
点
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語
程
度
の
単
語
を
組
ん
で
み
る
こ
と
で
、
機

能
を
検
証
し
て
い
る
と
い
う
。「
そ
う
し
た
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
最
高
の
フ
ォ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
フ
ォ
ン
ト
開
発
の
プ
ロ

セ
ス
を
説
い
た
。

講
演
テ
ー
マ
に
挙
げ
ら
れ
た
、
レ
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
吹
く
風（w

in
d

）と
は
、
文
字
の
描
か
れ

方
や
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
文
字
と
タ
イ
プ
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
そ
し
て
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
る
想
い
の
間
に
生
じ
る
、
印
象

の
ち
が
い
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
う
。

「
こ
の
風
に
は
強
い
も
の
も
あ
れ
ば
弱
い
も

の
も
あ
り
、
善
い
も
の
も
あ
れ
ば
悪
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
解
像
度
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
速
度
、

記
述
言
語
、
U
I
、
文
字
コ
ー
ド
、
O
S
と

い
っ
た
技
術
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
政
治
、

経
済
、
人
間
関
係
そ
れ
ら
の
歴
史
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

風
に
長
年
取
り
組
み
、
風
が
グ
リ
フ
や
タ
イ

プ
フ
ェ
イ
ス
の
ス
タ
イ
ル
、
フ
ォ
ン
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
そ
し
て
製
品
計
画
に
及
ぼ
す
影
響
を

考
え
て
き
た
の
で
す
」

バ
ー
ロ
ー
氏
は
、
取
り
組
み
例
と
し
て
3
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
上
げ
た
。
1
つ
目
は
、
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
用
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

ス
ク
リ
プ
ト
書
体
「D

elilah

」。
小
さ
な
デ
バ

イ
ス
で
も
再
現
可
能
な
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
を

検
証
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
た
。
2
つ
目
は

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
の
可
読
性
を
高
め
た「T

h
e 

R
ead

in
g E

d
ge

(R
E
)fo

n
ts

」
シ
リ
ー
ズ
。
小

さ
な
文
字
で
も
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、

マ
シ
ュ
ー
・
カ
ー
タ
ー
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

「V
erd

an
a

」
の
よ
う
な
高
い
x
ハ
イ
ト
、
幅
、

十
分
な
白
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
と
し
、
自

身
も
い
く
つ
か
の
フ
ォ
ン
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
こ
と
を
付
け
加
え
た
。
3
つ
目
は
古
い
ア

メ
リ
カ
の
装
飾
文
字
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
実
際
に
古
い
書
籍
の
装
飾
文

字
を
分
析
調
査
し
た
結
果
、
文
字
の
影
の
深

度
や
光
の
角
度
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
一

貫
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
手
描
き
フ
ォ
ン

ト
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
用
の
書
体
と
ロ
ゴ
用

の
装
飾
的
な
書
体
を
一
連
の
も
の
と
し
て
考

え
る
に
至
っ
た
と
紹
介
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
完
了
は
、
2
0
2
0
年
か
2
0
2
5

年
ご
ろ
だ
と
い
う
。
多
く
の
文
字
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
苦
労
を
、
日
本
語
の
タ
イ
プ
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
寄
せ
て
、「
で
き
あ
が
っ
た
と
き
に
は

彼
ら
の
苦
労
が
わ
か
る
だ
ろ
う
」
と
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
語
り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❷

竹
下
直
幸

私
と
文
字

2
つ
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
タ
イ
プ
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
竹
下
直
幸
氏
に
よ
る
「
私
と
文
字
」。

竹
下
氏
は
、
元
モ
リ
サ
ワ
の
社
員
で
、
独
立

後
に
タ
ケ
ノ
コ
・
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
を
設
立
、

1
9
9
3
年
に
書
体
「
竹
」
で
「
モ
リ
サ
ワ

タ
イ
プ
フ
ェ
イ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
銀
賞
を
受
賞

し
、
商
品
化
し
た
ほ
か
、「
イ
ワ
タ
U
D
新
聞

明
朝
」
や
「
み
ん
な
の
文
字
」
な
ど
を
手
が

け
て
い
る
。

ま
ず
「
私
と
文
字
／
竹
下
直
幸
」
と
手
書

き
し
た
セ
ミ
ナ
ー
タ
イ
ト
ル
の
ス
ラ
イ
ド
に
続

き
、「
硬
筆
」「
レ
タ
リ
ン
グ
」「
活
版
印
刷
」

「
街
」
と
い
う
4
つ
の
テ
ー
マ
を
表
示
す
る
と
、

そ
れ
ら
を
順
に
ひ
も
解
く
形
で
、
竹
下
氏
の

講
演
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
硬
筆
」
で
は
、
竹
下
氏
が
小
学
生
の
こ
ろ

に
鉛
筆
で
書
い
た
文
字
や
、
中
学
生
に
な
っ

て
か
ら
書
い
た
ペ
ン
字
な
ど
の
作
品
が
ス
ラ

イ
ド
に
映
し
出
さ
れ
た
。
毎
年
学
年
の
代
表

と
し
て
硬
筆
で
文
字
を
書
い
て
い
た
竹
下
氏

は
、「
そ
の
こ
ろ
か
ら
私
は
、〝
文
字
に
向
き

あ
わ
な
い
と
い
け
な
い
〞
と
い
う
体
験
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
に
な
っ
た
お
お
も
と
が
こ
の
体
験
だ
と

思
い
ま
す
」
と
、
自
身
と
文
字
と
の
関
わ
り

の
始
ま
り
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
中
学
校

時
代
の
ノ
ー
ト
で
は
、
当
時
子
ど
も
た
ち
の

間
で
流
行
っ
て
い
た
「
丸
文
字
」
と
、
板
書

を
写
す
用
の
き
ち
ん
と
し
た
字
が
併
用
さ
れ

て
い
る
点
に
触
れ
、
自
分
自
身
も
無
意
識
の

う
ち
に
、
文
字
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
へ

の
驚
き
を
述
べ
た
。

2
つ
目
の
テ
ー
マ
の
「
レ
タ
リ
ン
グ
」
で

は
、
竹
下
氏
が
多
摩
美
術
大
学
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
科
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
の
作

品
が
ス
ラ
イ
ド
に
登
場
。
当
時
1
9
8
0
年

代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
は
、
科
の
必
須
授

業
と
し
て
レ
タ
リ
ン
グ
が
あ
り
、
1
年
生
で
和

文
を
、
2
年
生
で
欧
文
を
、
み
っ
ち
り
と
学

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
の
専
門
課
程
で
、
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
選
択
し
、
そ
の
後
の
仕
事
選

び
に
繋
が
っ
た
と
話
し
た
。

3
つ
目
の
テ
ー
マ「
活
版
印
刷
」
で
は
、
竹

下
氏
は
印
刷
博
物
館
内
に
あ
る
活
版
印
刷
工

房
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
工
房
で

制
作
し
た
い
く
つ
か
の
作
品
を
紹
介
。
活
版

で
自
身
の
名
前
「
竹
下
直
幸
」
を
普
通
に
組

ん
で
し
ま
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
ご
と
に

異
な
る
ア
キ
部
分
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
各
文
字
の
ア
キ
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
組
ん
だ
場
合
と
並
べ
、見

た
目
の
ち
が
い
を
提
示
し
た
。

4
つ
目
の
テ
ー
マ
「
街
」
で
は
、
竹
下
氏

が
2
0
0
6
年
か
ら
1
年
間
続
け
た
「
街
で

見
か
け
た
書
体
」
で
取
り
上
げ
た
看
板
な
ど

写
真
を
紹
介
し
た
。
10
年
経
っ
た
現
在
、
調

べ
て
み
る
と
お
よ
そ
8
割
が
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
竹
下
氏
の
感
覚
で
「
個
性
が
強
く
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
立
っ
て
い
る
」
も
の
は
割

と
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
書
体
は
街

の
中
で
は
多
種
多
様
な
も
の
が
入
り
交
じ
り
、

雑
多
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
浅
草
の

江
戸
文
字
や
中
華
街
の
行
書
や
隷
書
と
い
っ

た
、
書
体
使
い
に
特
徴
が
あ
る
街
が
あ
る
こ

と
な
ど
も
報
告
し
、「（
書
体
を
意
識
し
）街
を
見

て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
」
と
ま
と
め
た
。

こ
れ
ら
4
つ
テ
ー
マ
は
「『
硬
筆
』
は
シ
ン

プ
ル
に
書
く
こ
と
、『
レ
タ
リ
ン
グ
』
は
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
、『
活
版
印
刷
』
は
組
む
こ
と
、

『
街
』
は
見
る
こ
と
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が

あ
り
、
竹
下
氏
自
身
と
文
字
と
の
関
わ
り
の

歴
史
で
あ
る
と
し
た
。
同
時
に
、
中
心
か
ら

外
側
に
向
か
う
流
れ
が
、
ま
ず
中
心
線
を
描

直筆タイトルのスライドから
セッションを始めた竹下直幸氏
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き
、
外
側
を
描
き
、
さ
ら
に
見
る
と
い
う
文

字
・
書
体
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
過
程
に
も
通
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
解
き
明
か
し
た
。

最
後
に
、
竹
下
氏
が
制
作
し
た
「
竹
」
や

「
み
ん
な
の
文
字
」
が
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
デ
パ
ー
ト
内
の
サ
イ
ン
に
使

わ
れ
て
い
る
実
例
を
紹
介
し
、「
こ
の
書
体
は

こ
う
い
う
風
に
使
え
ば
い
い
と
認
知
さ
れ
て

い
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
、
タ
イ
プ
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
喜
び
を
語
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

え
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
❸

永
原
康
史

パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

3
つ
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
永
原
康
史
氏
が
登
壇
。
早
く

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ

ン
を
始
め
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
分
野
で
の
独

自
の
研
究
と
実
践
を
重
ね
て
い
る
永
原
氏
は
、

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
も
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
拡
張
さ
れ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
領
域
が
私
の
専
門
」
と
自
身
の
仕
事
を
定

義
づ
け
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
パ
ラ

メ
ト
リ
ッ
ク
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
の

は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム（
手
順
）の
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ

ク（
変
数
）に
よ
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
こ
と
と

し
、
同
じ
手
順
に
従
っ
て
、
変
数
を
動
か
す

こ
と
で
、
異
な
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
が
生
ま

れ
る
こ
と
だ
と
、
ま
ず
は
簡
単
に
語
っ
た
。

こ
こ
か
ら
話
は
一
旦
、
文
字
組
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
と
移
り
、「
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
非
常
に
相
性

が
よ
く
、
と
て
も
早
い
時
期
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
で
文
字
を
組
む
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
し
て
、
1
9
5
0
年
代
の
活

字
の
電
算
鋳
造
機（
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
）の
写
真
と
、

そ
れ
に
使
用
さ
れ
る
鑽
孔
テ
ー
プ
の
写
真
を

提
示
。
テ
ー
プ
の
穴
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
記

録
さ
れ
た
文
字
が
、
電
算
鋳
造
機
に
よ
っ
て

鋳
造
・
組
版
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
触
れ
、
鑽
孔

テ
ー
プ
に
よ
る
組
版
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ

と
説
明
し
た
。
続
い
て
、
ス
イ
ス
ス
タ
イ
ル
を

代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
ー
ル
・
ゲ
ル
ス

ト
ナ
ー
の
1
9
6
4
年
の
著
作
『D

esigin
g 

P
ro

gram
m

es

』
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

す
と
、「
こ
の
本
は
〝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
ょ
う
〞
と
い
う
本
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
造
形
の
手
順
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い

う
内
容
で
す
」
と
主
旨
を
語
っ
た
。
カ
ー
ル

氏
が
手
が
け
た
、
ス
イ
ス
・
エ
ア
ー
の
ロ
ゴ

が
、
ス
イ
ス
国
旗
の
十
字
に
変
数
を
与
え
る

こ
と
で
着
想
を
得
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、
形

や
大
き
さ
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
文
字

や
形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く

手
法
を
、
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と

照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
解
説
し
た
。

で
は
、
実
際
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
利
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
は
ど
ん

な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
永
原
氏
は
、
自
身

が
公
式
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
る
「
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
6
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
一
定
の
形
が
な
く
、
ソ
ー
ス
の
コ
ー
ド

に
よ
っ
て
都
度
ご
と
に
生
成
さ
れ
る
、
パ
ラ

メ
ト
リ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

「
9
本
の
バ
ー
の
角
度
と
長
さ
と
幅
に
変
数

を
与
え
、
毎
回
違
う
形
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
毎
回
違
う
形
で
す
が
、（
デ
ザ
イ

ン
に
）強
度
が
あ
る
の
で
、
同
じ
マ
ー
ク
に
し

か
見
え
ま
せ
ん
」
と
そ
の
特
徴
を
解
説
。「
こ

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
ゆ
ら
ぎ
の
あ
る
、
や
わ

ら
か
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
中
略
）1
ミ
リ
も
違
っ
た
ら
ロ
ゴ
と
言
え
な
い

と
い
う
よ
う
に
、
型
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
は
め

て
い
く
と
自
然
じ
ゃ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
手
法
に
よ
っ

て
実
現
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
の
一
例
を

示
し
た
。

最
後
に
、
現
在
、
永
原
氏
が
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
、
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
ハ
ー

横浜・中華街の看板

永原康人さん

文字情報がプログラミ
ングされた鑽孔テープ

プログラムにより生成さ
れる「あいちトリエンナー
レ2016」のシンボルマー
クを紹介する永原氏

ド
ソ
ン
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
神

経
回
路
）を
利
用
し
て
フ
ォ
ン
ト
を
生
成
す
る

試
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
フ
ォ
ン

ト
ベ
ク
ト
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、
人
間
が
文
字

と
し
て
認
識
で
き
る
構
造
が
あ
り
、
そ
れ
が

文
字
の
形
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、「
フ
ォ
ン
ト
ベ
ク
ト
ル
」
を
利
用
し

て
、
何
万
種
類
も
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
を
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
的
に
生
成
す
る
も
の

だ
。「
は
じ
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
拡
張
さ

れ
た
文
字
の
領
域
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、

人
間
の
脳
の
延
長
上
で
、
今
、
文
字
を
理
解

す
る
試
み
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
こ

の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
ま
と
め
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
幕
を
下
ろ
し
た
。
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おすすめの商品を
ご紹介します。
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1 2
メディア別だからよくわかる
魅力的なキャラクターの描き方！
創作物を作るうえで欠かせないものに「キャラクター」があ
ります。その際は見た目のキャッチーさだけでなく、キャラク
ター性が感じられることが重要です。本書では、キャラクタ
ーをデザインするうえでの基礎から、見た人の印象に残る
ようにする方法を解説。スマホゲームやポスターイラスト、
ラノベ表紙など、メディアによって異なるキャラクターデザイ
ンの特徴についても解説し、読み手に合った方向を見つ
ける際にも役立ちます。

物語を動かす
キャラクターデザインと
イラストの描き方

マイナビ出版
スタジオ・ハードデラックス（著者）
160 ページ
価格：2,257 円（PDF）

その他

総勢12名のイラストレーターが
多彩な作風と考え方でキャラクターイラストを描く

本格的な補正・加工で思い出の
写真を美しく残そう！
なかなか使いこなすのが難しいPhotoshop Elements 15
の操作や機能をやさしく解説！ 補正や加工、SNSへの投
稿など写真編集をもっと楽しみたい人にぴったりな入門書
です。本書は「逆光で撮影した写真を補正するには」「年
賀状を作成してみたい」など、実際に写真を編集する上で
生まれる疑問をレッスン仕立てで解説しています。また、
グラフィックデザイナーによるプロ技や操作のコツも伝授
し、ワンランク上の技を身に付けられます。

できるPhotoshop 
Elements 15
Windows & Mac対応 
インプレス
樋口泰行・
できるシリーズ編集部（著者）
320 ページ
価格：1,631円（PDF）

グラフィック
アプリケーション

解説は基本的
に見開きで完

結。

補正前と後の
写真を

「Before・A
fter」形式で掲

載

巻頭ではさまざまな補正例を
紹介。ここから使いたい機能を見つけ出せる

依頼元からの
発注時の

イメージから、
キャラクターを

作り上げていく



AutoCADの勘所を
人気講師がやさしく解説！
3D・
CAD

CINEMA 4Dの
MoGraph/XPressoを解説 !

3D・
CAD

現役ディレクターが教える
ライティング&レンダリング
3D・
CAD

デザイン・アートのための
プログラミング環境を詳解

DTPや印刷業界全般で
知っておくべき情報を網羅

その他

表現のアイデアを形に !
「vvvv」の入門解説書

その他

できるAutoCAD
2017/2016/2015 対応

ベテラン講師が AutoCAD の基本と実践をやさし
く解説しています。初学者が押さえておくべきポイ
ントやつまづきがちな操作を特に手厚く解説して
いるので、初めてでもAutoCAD の勘所がしっか
り分かります。

インプレス
矢野悦子・できるシリーズ編集部（著者）
337ページ　価格：2,624 円（PDF）

CINEMA 4D
MoGraph/XPressoガイドブック

【解説ムービー付き】

CINEMA 4D のXPressoとMoGraph に関する
解説書。この 2 つの機能は、CINEMA 4D の中
で中級～上級レベルのユーザーが必ず引っかかる
もので、近年かなり重要視されています。本書は
MoGraphとXPressoに絞って解説しました。

マイナビ出版　冨士俊雄（著者）
328 ページ　価格：4,514 円（PDF）

［digital］
ライティング＆レンダリング 第 3 版

3DCG 制作の中でもライティングとレンダリング
にフォーカスし、より高品質な作品に仕上げるた
めの解説書。テクスチャ制作のカラーマネージメ
ント、物理ベースライティングやリニアワークフ
ローなどにも触れています。

ボーンデジタル
Jeremy Birn（著者）

472ページ　価格：7,560 円（PDF）

Processing
ビジュアルデザイナーとアーティストの

ためのプログラミング入門
Processing は、デザイナーやアーティストなどに
向けて作られたプログラミング言語／環境です。
そこでの体験は、文系と理系、デザインとエンジ
ニアリング、感性と論理という両軸における領域
横断接続をもたらします。

ビー・エヌ・エヌ新社　Ben Fry・Casey Reas（著者）、中西泰人・
安藤幸央・澤村正樹・杉本達應（翻訳）
688 ページ　価格：6,804 円（PDF）

カラー図解 
DTP& 印刷スーパーしくみ事典 2016 

DTPや印刷物に携わるすべての人に役立つ図解事
典。業界のトピック110 を特集するほか、Adobe 
Creative Cloud の最新機能、サービスを使った
表紙制作レポート、デジタル印刷機の動向などを
110 の項目にまとめました。

ボーンデジタル
ボーンデジタル 出版事業部（編集）
329 ページ　価格：4,104 円（PDF）

vvvvook̶プロトタイピングのための
ビジュアルプログラミング入門

Windows ソフト「vvvv」は様々な機能を持った
〈部品〉を線で繋ぐことで、表現のアイデアを素
早く形にできるビジュアルプログラミング環境で
す。インタラクション・2D/3D アニメーションな
ど幅広い制作で活躍します。

ビー・エヌ・エヌ新社
伊東実・星卓哉（著者）

224 ページ　価格：3,110 円（PDF）
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